
© 岡山県マスコット

ももっちとうらっちと仲間たち





1



　児童生徒が、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けること

ができるようにするためには、これまで取り組まれてきた実践の蓄積を生かし、学びの質を一層高める授業改

善の取組を活性化していくことが必要です。

　新学習指導要領の趣旨を授業づくりにどう生かすか、児童生徒の学びの質を高めるためにはどうすればよい

か等、単元（題材）や本時の授業計画を立てる際や日々の授業実践を振り返る際に活用できます。
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　「単元（題材）のデザイン」では、「本単元（題材）の流れ」

とともに、それぞれの学習過程での具体的な「児童生徒の学びの

姿」を示しています。そして、単元（題材）を通して行う教師の

手だてを「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点

で紹介しています。

　「単元（題材）を通して育成を目指す資質・能力」では、本単

元（題材）で育成を目指す資質・能力について「知識及び技能」「思

考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」で示し

ています。
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Ｌ字型図形の

面積の求め方

を考える

Ｌ字型図形の

面積の求め方

を話し合う
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単元で学んだ知識を基に、

日常生活での事象に当て

はめて考える
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結果の事実を
基に考えをもつ
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○○さんはアのパートのス

タッカートを、短く切って歌

えていると思います。
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言から技をより美しくするポ

イントを考えさせる。その後、

考えたポイントを意識して練

習するように促す。
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「聞くこと」「話すこと（やり取り・

発表）」に、「読むこと」「書くこと」

を加え、中学校へつながる基礎的な

力を育てましょう。
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英 語 表 現 の 定 着 を

図ったり、英語学習に

向かう意欲を高めた

りするために、既習

の表現を使って英語

で会話を楽しむ帯活

動（スモールトーク）

を授業の導入に位置

付けましょう。
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生徒が考えを友達と
比較し自分の考えを
もつために、違いや
理由等を伝え合う機
会を設定しましょう。
目的や意義を明確に
し、教師がペアや班
等の適切な形態を設
定しましょう。

教師が個別に学びを
見取り、丸を付けた
り、助言したりして、
学びを価値付けま
しょう。その際、「言
葉」に着目して、理
解させたり、表現さ
せたりすることを大
切にしましょう。
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音楽によって喚起されたイメー

ジを共感するコミュニケーショ

ンを図り、音楽科の特質に応じ

た言語活動を設定しましょう。

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、生活や社会における音楽の意味や役割

について考え、音楽のよさや美しさを味わって聴く。
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 「プラハの春音楽
祭」を聴き、楽曲

の特徴をメモさせ、それを用
いて時代背景や作曲者の思
いについて話し合わせるこ
とで、ブルタバのよさや美し
さに気付かせる。
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造形的な視点を意
識させて、作品の

よさや美しさ、表現の工夫の
面白さを捉えさせる。

活の中の美術の働きに気付か

せる。
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助言し合う等の活動を通してその技ができる楽しさや喜びを味わう単元である。
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手本と自他の
動きとの比較
から、「面抜
き胴」のポイ
ントについて
個人で考えた
後、友達と話
し合う
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・正しく書けているかな。

・理由が二つあるから、ここに

　̏ I have two reasons.” を加

えてみよう。
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本学級の生徒は行事等に前向きに

取り組むことができるが、自分の

目標に向けて努力できず、投げ出

す生徒もいる。本時では目標や希

望をもち、困難や失敗があっても

前向きな姿勢を失わず、目標に向

けてやり遂げようとする意欲をも

たせたい。
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　平成29年度に作成した「新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づく

り」と本冊子を併せて活用し、児童生徒の学びの質を高める授業づく

りに役立てていただけたらと思います。
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